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要 旨
放湿中の木材(ブ ナ,半 径方向,30°C)の 誘電的性質をY.E.W.のQメ ータを用いて,周 波数
50×103～10,000×1030/sの 範囲で測定 し,こ れと水分平衡時の木材のそれとを比較 ・考察 した。
その結果,含 水率7～13°oで は,誘 電損失率は水分平衡時におけるよりも,放 湿時における方が幾
分大きいことが見出された。またそれ以下の低い含水率範囲では,両 状態における誘電損失率の差異
は明らかでなかった。
他方,誘 電率は水分の平衡 ・非平衡に関係なく,同 一含水率ではつねにほぼ一定値を示 した。
これらのことから,放 湿過程において生ずる脱着点の 一〇H基 は水分子の脱着と同時に再結合する
ことなく,暫 時不安定な状態にあると推測 され る。これはまた放湿中の木材の力学的緩和か らえられ
る知見 とよく一致する。
しか しなが ら,こ のよ うな水分非平衡にともなって出現するとみられる,一 種の緩和時間の存在と
その大きさは,測 定周波数領域の拡大と測定精度の向上によって,将 来さらに明らかにされなければ
な らないことが らである。
ま え が き
放湿中の木材は水分平衡時の木材に くらべて変形性能が著しく増大する。一方,放 湿過程では,材
中の吸着水は 一〇H基,-0一 基,-COOH基 などの親水基から漸次離脱するはずである。 しか しながら,
これらの基は水分子の脱着と同時に必ずしも安定な状態に達す るとは限らないであろう。
もしこのことが放湿中の木材の変形性能を増大させる直接的な原因の一つであるとすれば,放 湿中











実 験 材 料
供試材料はブナの辺材部で,試 片の形状は厚さ約0.2cm,直 径4.2cmの 円板型とした。 また,試 片
の円板面は木材の接線面で,こ れに接する電極板により,木 材の半径方向に電場がかけられた。この
とき試片の静電容量は気乾状態で約20pFで あった。
試片の気乾比重は約0.57,平 均年輪幅は約1.7mmで,厚 さと共 にこれらができるだけ均一になる
ように試片の選択に留意 した。
実 験 方 法
誘電測定装置(の)は横河電気製作所製のQメ ータ(QM-101型)とQメ ータ用誘電体測定用電極で,後
者は導線を介 して,密 閉可能な真空ガラス鐘内におかれた。ガラス鐘はまた温度30°C,関 係湿度約75
%の 恒温恒湿槽内にあり,ガ ラス鐘内の湿度は飽和塩溶液 ・硫酸水溶液あるいは乾燥剤によって所定
の値に調節された。
実験は前述のように放湿過程および水分平衡時の誘電測定の二つに大別 される。放湿過程の測定で
は,あ らかじめKNO、 飽和水溶液によってe;湿 された含水率約22%の 試片を,PzO,を 乾燥剤として
含水率約0.5%ま で放湿させなが ら測定 した。すなわち,調 湿試片の重量減少か ら平均含水率を推定
し,適 当な含水率間隔で誘電率および誘電正接を測定 した。,
ただし,試 片の放湿はガラス鐘内で石英スプ リングにつるした状態でおこなわれたので,試 片は誘
電測定の都度,ス プリングか ら取 りはず し,電 極板に装着された。また試片の重量減少はスプリング
長の経時的変化を読取顕微鏡で測定 し,1mmgの 変化まで正確に求められた。
このよ うにして,初 期含水率約22%の 調湿試片が約0。5°oまで乾燥されるために要する時間はおお
よそ24時 間であった。
水分平衡時の誘電測定では,試 片はあらかじめ種々の飽和塩溶液および硫酸水溶液で,予 定含水率
0.1,2,4,・ …・・,10,12°oに 調湿され,さ らに測定開始前,ガ ラス鐘内で24時 間以上,再 調湿された
のち測定に供された。
測定に用いた周波数範囲は,ど の場合にも5×104～1×107%で あった。
実 験 結 果 と 考 察
Qメ ータからえられる測定量は前記のように誘電率 ざおよび誘電正接tanδ であるが,誘 電損失を
表示する量としては,誘 電正接よ り誘電損失率 ε"による方が合理的と考えられるので,以 下におい

























損失率 の 周波数依存性 は 含水率
域 の 相 違によって 著 しくことな






















































































る誘電損失率の差異は,材 中の水分放出にともなって生ずる。したがってこの差異は,水 分子 と結合
する極性基(特 に一〇H基)の 誘電的挙動と,も っとも密接な関係にあると思われる。
一方,誘 電体論によれば,誘 電損失は周期的電場のもとにある誘電体に,単 位時間 ・単位体積当り














水分非平衡 にともなう誘電緩和をこのように考えれば,さ きにみた水分¥/衡 ・非平衡間における誘
電損失率の差異および差異の水分依存性は,き わめて明瞭に説明される。またこのような説明は,当
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初 にのべ られ.た放温 中の木材が水分平衡時 に くらべて変形 しやすい こととも合 致す る。なぜな らば,
極性 基の不安定な状態は同時に微視 的構造 の力学的なゆ るみ を も意 味す るか らで ある。
以上 によって水分非平衡時の木材 の誘電的性質,と くに誘電損失率 の特異 な意義を定性 的に論 じた
が,実 験的 には誘電的緩和時間の大 きさを明 らか にす ることが今後 の重要課題で あろ う。
また理 論的 には,双 極子 理論 と不 均質誘電体 論の統一,吸 ・放湿 過程の厳密 な記述 と水分分布 の誘
電性 への寄与を知 ることな どが,大 切な課題 と考 えられ る。
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Résumé
   A Q-meter (YEW. QM-101) was used to measure the dielectric constant and dielectric 
loss of Buna (Fagus crenata Blume) in the radial direction of the grain at frequencies of 
 5x  105%--,1  x  107% and a temperature of 30°C. 
   We compared the dielectric properties of the wood during the desorption of water with those 
in the equilibrium states of moisture. The results indicated that the dielectric loss of the 
former was greater than that of the latter in relatively high moisture contents  (7.2%12.9%). 
However, in the extremely and relatively low moisture contents  (0.1%--4.4Z) there were no 
differences between the two. On the other hand dielectric constants in both cases were 
proved to be nearly the same. 
   In such a dielectric substance as wood which consists of many different structural units 
and various constituents dielectric properties of the material result both from electrical het-
erogeneity and the orientation of  electric-dipoles. 
   In spite of this we assumed that the dielectric properties of wood with regard to the 
desorption of water result mainly from the orientation of hydrophile groups, particularly 
hydroxyl groups in wood. Then it comes that high values of dielectric loss of wood during 
the desorption of bound water may be caused by the increase of the degree of freedom of 
the orientation of hydroxyl groups. Because the re-conjugation of unpaired hydroxyl groups 
produced by the desorption of water molecules would require a finite time in general, and 
the time for extremely low moisture contents may be shorter than in high moisture  contents. 
This would be also surmised from the mechanical behavior of wood during desorption which 
gives a deformation far greater than in the states of equilibrium moisture content.
